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令和7年度 

堺市 高齢者等実態調査報告書 

【概要版】 
 

 

本市では、高齢者の方が住み慣れた地域で安心して暮らしていただくことができるよう、「堺市高齢者

保健福祉計画・介護保険事業計画」を策定し、取組を推進しています。 

このたび、高齢者の方の生活状況や保健・福祉に関するニーズを把握し、今後の高齢者保健福祉

行政の計画的かつ効果的な推進と、次期高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画策定の基礎資

料とするため、アンケート調査を実施しました。 

Ⅰ 調査の概要 

 
一般高齢者・ 

要支援認定者調査 
在宅介護実態調査 介護事業者調査 

調査地域 堺市全域 

調査対象 

市内在住の介護保険の認

定を受けていない 65 歳以

上の方及び要支援 1、要支

援2の認定を受けている65

歳以上の方 

市内在住の要支援 1～要

介護 5 の認定を受けている

在宅の 65 歳以上の方 

堺市内をサービス提供区域と

する事業所を営む法人 

配布数 13,200 件 1,300 件 987 件 

抽出方法 層化無作為抽出 無作為抽出 全数 

調査方法 郵送による調査票の配布・回収（WEB 回答も可） 

調査期間 令和 7 年 12 月 19 日～令和 8 年 1 月 23 日 
令和 8 年 1 月 9 日～ 

令和 8 年 2 月 13 日 

有効回収数 8,960 件 729 件 671 件 

うち、インターネット

による回答数 

1,142 件 

（有効回収数全体のうち

12.7%）※1 

66 件 

（有効回収数全体のうち

9.0%）※2 

320 件 

（有効回収数全体のうち

47.7%）※3 

有効回収率 67.9％ 56.1％ 68.0％ 

※1 令和 4（2022）年度調査では、インターネットによる回答は有効回収数全体のうち 4.6% 

※2 令和 4（2022）年度調査では、インターネットによる回答は有効回収数全体のうち 4.0% 

※3 令和 4（2022）年度調査では、回答方法はインターネットのみで、今回調査からインターネットと郵送を併用 
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① 高齢化率 

本市の高齢化率は、全体で 28.3％で、令和 4（2022）年度調査（28.3％）と同水準で推移していま

す。 

圏域別にみると、南 2 区が 37.2％で最も高い状況です。 

 

 

 

※ 各年 12 月末日現在 

 

  

中区 東区
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② 75 歳以上人口の状況 

本市の 75 歳以上人口の割合は、全体で 17.8％で、令和 4（2022）年度調査（15.9％）より 1.9 ポ

イント増加しています。 

圏域別にみると、すべての圏域で令和 4（2022）年より増加しており、南 2 区が 24.3％で最も高い状況で

す。 

 

 

 

※ 各年 12 月末日現在 
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③ 65 歳以上ひとり暮らし高齢者の状況 

本市の 65 歳以上人口に占めるひとり暮らし高齢者の割合は、全体で 34.3％で、令和 4（2022）年度調

査（32.4％）より 1.9 ポイント増加しています。 

圏域別にみると、堺 4 区を除くすべての圏域で令和 4（2022）年より増加しており、堺 3 区が 44.0％で最

も高い状況です。 

 

 

 

※ 各年 12 月末日現在 

 

  

東１区 東２区

堺区 中区 東区
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全体

堺1区
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Ⅱ 調査結果の概要 

1 リスク判定 

① 運動器機能の低下 （一般高齢者・要支援認定者調査） 

運動器機能の低下している高齢者の割合は、全体で 17.7％です。 

性別・年齢階級別にみると、男性、女性いずれも年齢階級が上がるにつれて割合が増加しており、90 歳以上

の割合が最も高い状況です。 

 

 

 

 

② 閉じこもり傾向 （一般高齢者・要支援認定者調査） 

閉じこもり傾向の高齢者の割合は、全体で 15.4％です。 

性別・年齢階級別にみると、女性・90 歳以上が 58.9％で最も高い状況です。ただし、90 歳以上は他の年

齢階級と比べて回答者数が少ないことから、割合の変動が大きくなりやすい傾向があることに留意が必要です。 
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③ 認知機能の低下 （一般高齢者・要支援認定者調査） 

認知機能の低下している高齢者の割合は、全体で 44.3％です。 

性別・年齢階級別にみると、男性、女性いずれも年齢階級が上がるにつれて概ね割合が増加しており、90 歳

以上の割合が最も高い状況です。 

 

 

 

  

男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性

（n=8,960）（n=794） （n=919） （n=929）（n=1,121）（n=1,057）（n=1,432）（n=748） （n=910） （n=327） （n=464） （n=84） （n=141）

85～89歳 90歳以上
全体

65～69歳 70～74歳 75～79歳 80～84歳
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40.5 40.4 41.1 44.2 
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２ からだを動かすことについて 

① 昨年と比べて外出の回数が減っているか （一般高齢者・要支援認定者調査） 

「減っていない」が 35.6％で最も高く、次いで「あまり減っていない」が 33.2％、「減っている」が 26.0％と続い

ています。 

令和 4（2022）年度調査と比較すると、『減っていない』（「あまり減っていない」と「減っていない」の合計）

（68.8％）では、令和 4（2022）年度調査（62.1％）より 6.7 ポイント増加しています。 

 

 

 

  

4.3

5.4

26.0

31.3

33.2

30.0

35.6

32.1

0.9

1.2
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令和7年度調査

（n=8,960）

令和4年度調査

（n=8,342）

とても減っている 減っている あまり減っていない

減っていない 無回答
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② 外出する際の移動手段 （一般高齢者・要支援認定者調査） 

「徒歩」が 74.6％で最も高く、次いで「電車」が 47.1％、「自転車」が 43.3％と続いています。 

 

 

  

74.6

43.3

4.2

38.3

26.1

47.1

39.4

4.3

0.5

0.2

2.6

10.1

1.1

0.6

0% 50% 100%

徒歩

自転車

バイク

自動車（自分で運転）

自動車（人に乗せてもらう）

電車

路線バス

病院や施設のバス

車いす

電動車いす（カート）

歩行器・シルバーカー

タクシー

その他

無回答

全体（n=8,960）
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３ 毎日の生活について 

① 日常生活に関する情報をどこから得ているか （一般高齢者・要支援認定者調査） 

「テレビ」が 87.4％で最も高く、次いで「インターネット・携帯電話」が 59.3％、「新聞（タウン紙を含む）」が

53.1％と続いています。 

令和 4（2022）年度調査と比較すると、「インターネット・携帯電話」（59.3％）では、令和 4（2022）

年度調査（52.0％）より 7.3 ポイント増加しています。 

 

 

 

  

59.3

48.0

10.5

53.1

29.9

87.4

36.9

16.9

39.3

18.9

0.8

0.5

1.5

52.0

49.9

10.8

63.6

32.9

88.7

36.5

18.5

43.1

19.5

0.9

0.6

0.9

0% 50% 100%

インターネット・携帯電話

家族

雑誌

新聞（タウン紙を含む）

チラシ・折込・ダイレクトメール等

テレビ

友人・隣人

ラジオ

市の広報

その他の広報や回覧板

その他

特にない

無回答

今回調査（n=8,960）

令和4年度調査（n=8,342）
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② 今後、参加（活動）したいと思うもの （一般高齢者・要支援認定者調査） 

「特にない」が 42.8％で最も高く、次いで「健康増進のための体操教室」が 29.2％、「認知症予防のための

脳トレ教室」が 21.6％と続いています。 

令和 4（2022）年度調査と比較すると、大きな差はみられません。 
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8.0
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42.8

3.4
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運動系のサークル活動

自治会や老人クラブなどの地域活動

ボランティア活動

その他

特にない

無回答

今回調査（n=8,960）

令和4年度調査（n=8,342）
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認定状況別でみると、「特にない」では、一般高齢者が 43.4％で、要支援認定者（37.9％）より 5.5 ポイ

ント高い状況です。 

性別でみると、「特にない」では、男性が 50.4％で、女性（36.8％）より 13.6 ポイント高い状況です。 

年齢階級別でみると、「特にない」では、90 歳以上が 51.1％で最も高い状況です。 

区域別でみると、「自治会や老人クラブなどの地域活動」では、美原区が 11.1％で最も高い状況です。 
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8,960 29.2 21.6 9.7 6.8 8.9 11.6 9.2 8.0 2.3 42.8 3.4

一般高齢者 7,869 28.6 20.6 10.2 6.9 9.0 12.3 8.7 8.6 2.3 43.4 3.0

要支援認定者 1,057 34.2 29.2 5.8 6.1 7.5 6.1 12.1 3.7 2.6 37.9 5.8

男性 3,939 20.9 16.6 9.0 6.7 7.1 12.6 9.1 7.4 2.3 50.4 3.0

女性 4,987 35.8 25.5 10.3 6.9 10.2 10.8 9.2 8.5 2.3 36.8 3.6

65～69歳 1,713 28.6 19.3 16.8 8.3 11.9 15.4 5.8 12.0 1.9 41.4 1.3

70～74歳 2,050 28.8 20.8 12.1 7.9 10.8 12.8 7.3 9.6 2.0 43.2 2.5

75～79歳 2,489 29.2 21.2 7.8 6.4 7.8 10.7 9.3 6.9 2.5 43.8 3.5

80～84歳 1,658 31.0 24.4 6.0 6.0 6.0 10.6 12.1 6.5 2.6 41.6 5.0

85～89歳 791 29.1 25.0 4.4 4.7 7.7 6.4 13.3 3.4 2.8 41.6 5.4

90歳以上 225 24.4 18.7 1.3 4.4 4.9 6.2 13.8 2.7 2.7 51.1 4.9

堺区 1,604 29.4 21.0 10.5 7.2 10.0 10.6 8.6 8.2 2.9 42.6 3.2

中区 1,244 27.5 19.9 7.3 7.0 7.2 10.5 9.3 7.4 2.0 45.3 4.7

東区 908 29.5 23.7 9.6 5.9 8.5 13.9 7.5 8.6 1.5 41.6 3.4

西区 1,289 27.9 20.1 8.7 6.6 8.6 10.6 9.0 8.5 2.4 44.8 3.7

南区 1,775 30.8 22.9 11.1 7.1 9.7 13.4 10.3 7.9 1.8 40.3 2.6

北区 1,665 29.1 21.9 10.6 6.5 8.8 11.2 8.8 8.2 3.1 42.3 3.3

美原区 441 30.8 22.7 8.2 7.5 7.3 10.4 11.1 6.3 1.4 44.9 2.3

※網掛け■は最も割合が高いもの

全体

認

定
別

性

別

年

齢

階

級

別

区

域

別
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４ 地域での活動について 

① 地域の会・グループ等への参加頻度（収入のある仕事） （一般高齢者・要支援認定者調査） 

「参加していない」が 57.6％で最も高く、次いで「週 4 回以上」が 14.2％、「週 2～3 回」が 6.6％と続いて

います。 

令和 4（2022）年度調査と比較すると、『参加している』（24.8％）では、令和 4（2022）年度調査

（21.9％）より 2.9 ポイント増加しています。 

認定状況別でみると、『参加している』では、一般高齢者が 27.6％で、要支援認定者（4.2％）より 23.4

ポイント高い状況です。 

性別でみると、『参加している』では、男性が 31.7％で、女性（19.3％）より 12.4 ポイント高い状況です。 

年齢階級別でみると、『参加している』では、年齢階級が上がるにつれて割合が減少しており、65～69 歳が

50.8％で最も高い状況です。 

区域別でみると、『参加している』では、堺区が 28.4％で最も高い状況です。 

 

 

  

単位：実数（人）、構成比（％）

週

4

回

以

上

週

2

～

3

回

週

1

回

月

1

～

3

回

年

に

数

回

8,960 14.2 6.6 1.3 1.5 1.2 24.8 57.6 17.6

8,342 12.0 6.3 1.2 1.5 0.9 21.9 57.4 20.8

一般高齢者 7,869 15.8 7.4 1.4 1.6 1.3 27.6 56.4 16.0

要支援認定者 1,057 1.8 0.9 0.3 0.8 0.4 4.2 65.8 30.0

男性 3,939 19.5 7.4 1.4 1.6 1.8 31.7 55.0 13.3

女性 4,987 10.0 6.0 1.2 1.4 0.7 19.3 59.5 21.2

65～69歳 1,713 34.0 11.9 1.7 1.9 1.3 50.8 41.9 7.4

70～74歳 2,050 18.3 9.8 1.7 2.0 1.5 33.2 55.5 11.3

75～79歳 2,489 9.0 5.6 1.6 1.6 1.4 19.2 63.8 17.0

80～84歳 1,658 3.9 2.4 0.6 1.0 1.0 8.8 64.1 27.1

85～89歳 791 2.1 1.1 0.3 0.1 0.3 3.9 62.1 34.0

90歳以上 225 0.9 0.0 0.0 0.4 1.3 2.7 61.8 35.6

堺区 1,604 16.5 7.4 1.4 1.3 1.8 28.4 53.4 18.1

中区 1,244 15.2 7.1 1.2 1.0 1.0 25.5 56.8 17.8

東区 908 10.9 6.3 1.2 1.9 1.2 21.5 59.6 18.9

西区 1,289 15.2 6.7 1.9 1.6 1.2 26.5 55.1 18.4

南区 1,775 12.6 6.1 1.0 1.4 1.1 22.3 61.1 16.6

北区 1,665 14.0 6.2 1.1 1.7 1.0 23.9 59.4 16.7

美原区 441 13.4 7.3 1.4 1.6 1.4 24.9 55.8 19.3

※網掛け■は最も割合が高いもの

認

定
別

合

計

参加頻度 参

加

し

て

い

る

参

加

し

て

い

な

い

無

回

答

今回調査

令和4年度調査

性

別

年

齢

階

級

別

区

域

別
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② 社会参加活動の状況 （一般高齢者・要支援認定者調査） 

「何らかの社会活動を行っている」人の割合は 61.3％、「何も行っていない」人の割合は 29.5％です。 

令和 4（2022）年度調査と比較すると、「何らかの社会活動を行っている」（61.3％）では、令和 4

（2022）年度調査（58.4％）より 2.9 ポイント増加しています。 

 

 

 

年齢階級別でみると、「何らかの社会活動を行っている」では、年齢階級が上がるにつれて割合が減少しており、

90 歳以上が 38.7％で最も低い状況です。 

 

 

 

  

61.3

58.4

29.5

29.4

9.2

12.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和7年度調査

（n=8,960）

令和4年度調査

（n=8,342）

何らかの社会活動を行っている 何も行っていない 無回答

73.8

66.0

59.5

54.7

47.8

38.7

22.2

28.2

31.1

31.8

35.5

42.7

4.0

5.8

9.5

13.5

16.7

18.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

65～69歳

（n=1,713）

70～74歳

（n=2,050）

75～79歳

（n=2,489）

80～84歳

（n=1,658）

85～89歳

（n=791）

90歳以上

（n=225）

何らかの社会活動を行っている 何も行っていない 無回答
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現在の暮らしの経済的状況別でみると、「何らかの社会活動を行っている」では、ゆとりがあると感じる度合いが

強くなるにつれて割合が増加しており、「大変ゆとりがある」が 76.8％で最も高い状況です。 

 

 

 

 

③ 地域住民のグループ活動に参加者として参加したいか （一般高齢者・要支援認定者調査） 

「参加してもよい」が 46.5％で最も高く、次いで「参加したくない」が 39.1％、「是非参加したい」が 5.5％と続

いています。 

令和 4（2022）年度調査と比較すると、大きな差はみられません。 

 

 

 

  

43.2

56.7

64.2

76.7

76.8

42.1

33.5

27.6

19.3

18.1

14.6

9.9

8.2

4.1

5.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大変苦しい

（n=826）

やや苦しい

（n=2,384）

ふつう

（n=4,758）

ややゆとりがある

（n=737）

大変ゆとりがある

（n=138）

何らかの社会活動を行っている 何も行っていない 無回答

5.5

5.0

46.5

47.7

39.1

37.2

4.2

3.8

4.7

6.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和7年度調査

（n=8,960）

令和4年度調査

（n=8,342）

是非参加したい 参加してもよい 参加したくない

既に参加している 無回答
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④ 地域住民のグループ活動に企画・運営（世話役）として参加したいか 

        （一般高齢者・要支援認定者調査） 

「参加したくない」が 62.1％で最も高く、次いで「参加してもよい」が 27.8％、「既に参加している」が 2.9％と

続いています。 

令和 4（2022）年度調査と比較すると、「参加したくない」（62.1％）では、令和 4（2022）年度調査

（58.2％）より 3.9 ポイント増加しています。 

 

 

 

 

  

2.0

1.8

27.8

29.6

62.1

58.2

2.9

2.8

5.2

7.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和7年度調査

（n=8,960）

令和4年度調査

（n=8,342）

是非参加したい 参加してもよい 参加したくない

既に参加している 無回答
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５ たすけあいについて 

① 近所の人との付き合いの程度 （一般高齢者・要支援認定者調査） 

「あいさつをする程度」が 49.3％で最も高く、次いで「あいさつ以外にも多少のつきあいがある」が 29.2％、「親

しくつきあっている」が 12.6％と続いています。 

令和 4（2022）年度調査と比較すると、大きな差はみられません。 

 

 

 

 

② 入院・療養が必要になった場合、身の回りのことを頼める人がいるか 

        （一般高齢者・要支援認定者調査） 

「いつでも頼める人がいる」が 53.5％で最も高く、次いで「状況によっては頼める人がいる」が 32.3％、「頼める

人はほとんどいない」が 7.9％と続いています。 

 

 

 

 

  

12.6

14.0

29.2

29.7

49.3

47.9

6.9

6.2

2.0

2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和7年度調査

（n=8,960）

令和4年度調査

（n=8,342）

親しくつきあっている あいさつ以外にも多少のつきあいがある

あいさつをする程度 つきあいはほとんどない

無回答

53.5 32.3 7.9

4.1

2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=8,960）

いつでも頼める人がいる 状況によっては頼める人がいる

頼める人はほとんどいない まったく頼める人がいない

無回答
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③ 災害発生時に、近所の人と声をかけ合って避難することができるか 

        （一般高齢者・要支援認定者調査） 

「できる」が 66.7％で最も高く、次いで「普段から近所づきあいがあまりないため、できない」が 14.6％、「わから

ない」が 13.0％と続いています。 

令和 4（2022）年度調査と比較すると、大きな差はみられません。 

 

 

 

  

66.7

66.2

14.6

13.7

3.1

3.3

0.9

0.8

13.0

13.7

1.7

2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和7年度調査

（n=8,960）

令和4年度調査

（n=8,342）

できる 普段から近所づきあいがあまりないため、できない

近所の人を全く知らないため、できない その他

わからない 無回答
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６ 認知症について 

① 認知症予防や健康を保つために取り組んでいること （一般高齢者・要支援認定者調査） 

「健康診断や血圧・血糖などを定期的にチェックし、健康管理を行っている」が 52.1％で最も高く、次いで「バラ

ンスのとれた食事を心がけている」が52.0％、「十分な睡眠をとるようにしている」が46.0％と続いているほか、「趣

味や学習などで頭を使う活動（脳トレなど）をしている」が 26.8％です。 

 

 

 

  

52.0

41.8

46.0

52.1

6.0

26.8

26.2

8.6

32.2

10.9

3.2

2.1

0% 20% 40% 60% 80%

バランスのとれた食事を心がけている

定期的に運動している

十分な睡眠をとるようにしている

健康診断や血圧・血糖などを定期的にチェックし、健康管理を行っている

スマホ等のＩＣＴ機器を活用して健康管理を行っている

趣味や学習などで頭を使う活動（脳トレなど）をしている

友人や地域の人との交流を大切にしている

ボランティアや自治会活動などの地域活動に参加している

ストレスをためないよう心がけている

特に取り組んでいることはない

その他

無回答

全体（n=8,960）
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② 認知症に関する相談窓口を知っているか （一般高齢者・要支援認定者調査） 

「はい」が 31.2％、「いいえ」が 65.3％です。 

令和 4（2022）年度調査と比較すると、「はい」（31.2％）では、令和 4（2022）年度調査（17.8％）

より 13.4 ポイント増加しています。 

 

 

 

 

③ 調査対象者に認知症の症状があるか （在宅介護実態調査 回答者：主な介護者） 

「認知症の症状がある」が 34.5％、「認知症の症状がない」が 58.7％です。 

 

 

 

  

31.2

17.8

65.3

77.5

3.4

4.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

（n=8,960）

令和4年度調査

（n=8,342）

はい いいえ 無回答

34.5 58.7 6.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=383）

認知症の症状がある 認知症の症状がない 無回答
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７ 介護について 

① 介護が必要になった場合、どのような暮らし方をしたいと思うか （一般高齢者・要支援認定者調査） 

「居宅介護サービスを受けながら、現在の住宅に住み続けたい」が 35.2％で最も高く、次いで「家族などの介

護を受けながら、現在の住宅に住み続けたい」が 20.0％、「わからない」が 17.9％と続いています。 

令和 4（2022）年度調査と比較すると、『現在の住宅に住み続けたい』（「居宅介護サービスを受けながら、

現在の住宅に住み続けたい」と「家族などの介護を受けながら、現在の住宅に住み続けたい」の合計）

（55.2％）では、令和 4（2022）年度調査（55.0％）と大きな差はみられません。 

 

 

 

  

20.0

17.7

35.2

37.3

8.8

10.6

13.6

15.2

1.0

0.9

17.9

14.7

3.5

3.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和7年度調査

（n=8,960）

令和4年度調査

（n=8,342）

家族などの介護を受けながら、現在の住宅に住み続けたい

居宅介護サービスを受けながら、現在の住宅に住み続けたい

高齢者向けに配慮された住宅に入居したい

介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）や介護老人保健施設などの施設に入所したい

その他

わからない

無回答
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② 家族に介護が必要になった場合、どのような暮らし方をしてほしいと思うか 

        （一般高齢者・要支援認定者調査） 

「居宅介護サービスを受けながら、現在の住宅に住み続けてほしい」が 32.7％で最も高く、次いで「わからない」

が 20.2％、「家族などの介護を受けながら、現在の住宅に住み続けてほしい」が 16.6％と続いています。 

令和 4（2022）年度調査と比較すると、「居宅介護サービスを受けながら、現在の住宅に住み続けてほしい」

（32.7％）では、令和 4（2022）年度調査（34.8％）と同様、最も高い割合を占めています。 

 

 

 

  

16.6

15.1

32.7

34.8

7.3

8.5

13.6

13.6

2.4

2.4

20.2

17.2

7.2

8.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和7年度調査

（n=8,960）

令和4年度調査

（n=8,342）

家族などの介護を受けながら、現在の住宅に住み続けてほしい

居宅介護サービスを受けながら、現在の住宅に住み続けてほしい

高齢者向けに配慮された住宅に入居してほしい

介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）や介護老人保健施設などの施設に入所してほしい

その他

わからない

無回答
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③ 人生の最終段階における医療・介護について話し合っているか 

         （一般高齢者・要支援認定者調査、在宅介護実態調査） 

【一般高齢者・要支援認定者調査】 

「話し合ったことはない」が 49.3％で最も高く、次いで「話し合ったことはある」が 26.7％、「一応話し合っている」

が 19.4％と続いています。 

令和 4（2022）年度調査と比較すると、『話し合っている』（「詳しく話し合っている」と「一応話し合っている」

の合計）（21.5％）では、令和 4（2022）年度調査（16.9％）より 4.6 ポイント増加しています。 

 

 

 

 

【在宅介護実態調査】 （回答者：主な介護者） 

「一応話し合っている」が 33.7％で最も高く、次いで「話し合ったことはある」が 27.9％、「話し合ったことはない」

が 26.9％と続いています。 

 

 

 

  

2.1

1.4

19.4

15.5

26.7

23.8

49.3

56.1

2.6

3.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和7年度調査

（n=8,960）

令和4年度調査

（n=8,342）

詳しく話し合っている 一応話し合っている 話し合ったことはある

話し合ったことはない 無回答

5.2

33.7 27.9 26.9 6.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=383）

詳しく話し合っている 一応話し合っている 話し合ったことはある

話し合ったことはない 無回答
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④ 判断能力の低下や人生の最終段階に備えて準備していること （一般高齢者・要支援認定者調査） 

「特に準備していない」が 59.7％で最も高く、次いで「家族や信頼できる人と自分の希望や考えについて話し

合っている」が 25.1％、「エンディングノートやメモなどに自分の思いや希望を書き残している」が 8.6％と続いてい

ます。 

 

 

 

  

25.1

2.2

8.6

1.5

0.7

0.8

3.7

59.7

1.7

5.9

0% 20% 40% 60% 80%

家族や信頼できる人と自分の希望や考えについて話し合っている

地域包括支援センターや社会福祉協議会など、地域の相談窓口に

相談したことがある

エンディングノートやメモなどに自分の思いや希望を書き残して

いる

人生の最終段階における医療や介護についての生前の意思表明

である「事前指示書（リビングウィル）」を作成している

任意後見契約や財産管理等の委任契約を結んでいる

亡くなった後の手続きなどを頼む「死後事務委任契約」を結んで

いる

遺言書を作成している

特に準備していない

その他

無回答

全体（n=8,960）
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８ 住み慣れた地域で暮らし続けることについて 

① 自宅や住み慣れた地域で暮らし続けるために必要だと思うこと 

          （一般高齢者・要支援認定者調査、在宅介護実態調査） 

いずれの調査においても「気軽に相談できるかかりつけ医・かかりつけ歯科医・かかりつけ薬局を持つこと」の割合

が最も高く（一般高齢者・要支援認定者調査では 64.6%、在宅介護実態調査では 63.5%）、次いで「入

院しても、退院後すぐに介護サービスを受けられること」と続いています。 

 

        【一般高齢者・要支援認定者調査】    【在宅介護実態調査】 

                                                               （回答者：対象者本人） 

  

64.6

49.0

19.0

38.3

41.9

32.3

39.4

14.3

8.2

9.4

22.9

21.8

34.1

1.3

7.0

64.3

50.8

21.2

41.8

46.6

33.4

41.8

15.8

9.0

11.6

23.9

22.1

33.3

1.5

5.1

0% 50% 100%

気軽に相談できるかかりつけ医・かかりつけ

歯科医・かかりつけ薬局を持つこと

入院しても、退院後すぐに介護サービスを

受けられること

介護予防のための教室（筋力トレーニング・

転倒予防・認知症予防）

24時間対応してもらえる訪問介護サービス

普段介護している人が介護できない時など

に利用できる介護サービス

日頃から健康づくりや生活習慣病予防に

取り組むこと

何でも相談できる高齢者の相談窓口

地域の人々の見守りや助け合い

生きがいづくりや地域貢献のための社会参加

の機会

ボランティアやNPOなどによるさまざまな

生活の支援

体の状態に合わせた住宅への改修

高齢者に配慮された多様な住まいや施設

自分の将来について、家族などと話し

合っておくこと

その他

無回答

令和7年度調査（n=8,960）

令和4年度調査（n=8,342）

63.5

51.0

34.7

32.9

39.8

31.8

42.1

22.6

12.1

10.3

22.4

25.0

32.6

3.0

6.9

67.6

53.7

32.1

33.9

41.4

35.9

34.9

22.3

12.4

11.6

24.6

20.2

40.8

2.8

7.2

0% 50% 100%

令和7年度調査（n=729）

令和4年度調査（n=654）
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② 地域包括支援センターの役割を知っているか （一般高齢者・要支援認定者調査、在宅介護実態調査） 

【一般高齢者・要支援認定者調査】 

「名前は聞いたことがあるが、役割までは知らなかった」が31.6％で最も高く、次いで「地域包括支援センターの

存在を知らなかった」が 31.2％、「知っていた」が 29.9％です。 

令和 4（2022）年度調査と比較すると、「知っていた」（29.9％）では、令和 4（2022）年度調査

（24.6％）より 5.3 ポイント増加しています。 

 

 

 

 

【在宅介護実態調査】 （回答者：主な介護者） 

「知っていた」が 44.9％で最も高く、次いで「名前は聞いたことがあるが、役割までは知らなかった」が 24.5％、

「地域包括支援センターの存在を知らなかった」が 14.9％です。 

令和 4（2022）年度調査と比較すると、「知っていた」（44.9％）では、令和 4（2022）年度調査

（34.6％）より 10.3 ポイント増加しています。 

 

 

 

 

  

29.9

24.6

31.6

30.8

31.2

37.5

7.4

7.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和7年度調査

（n=8,960）

令和4年度調査

（n=8,342）

知っていた

名前は聞いたことがあるが、役割までは知らなかった

地域包括支援センターの存在を知らなかった

無回答

44.9

34.6

24.5

28.7

14.9

16.6

15.7

20.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和7年度調査

（n=383）

令和4年度調査

（n=356）

知っていた

名前は聞いたことがあるが、役割までは知らなかった

地域包括支援センターの存在を知らなかった

無回答
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９ スマートフォン、タブレット、パソコン等の使用状況について 

① 情報通信機器の保有状況と通信環境 （一般高齢者・要支援認定者調査） 

「スマートフォンを持っている」が 81.6％で最も高く、次いで「自宅に Wi-Fi 環境（無線で接続する環境）が

整備されている」が 44.4％、「自宅にインターネット回線（光回線・ケーブル回線など）がある」が 38.0％と続い

ています。 

 

 

  

81.6

13.7

32.6

8.6

44.4

38.0

7.8

5.1

0% 50% 100%

スマートフォンを持っている

タブレットを持っている

パソコンを持っている

機器をどれも持っていない

自宅にWi-Fi環境（無線で接続する環境）が整備されている

自宅にインターネット回線（光回線・ケーブル回線など）がある

自宅にインターネット環境は特にない

無回答

全体（n=8,960）
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認定状況別でみると、「スマートフォンを持っている」では、一般高齢者が 83.9％、要支援認定者が 64.0％

です。 

性別でみると、「スマートフォンを持っている」では、男性が 82.4％、女性が 80.9％です。 

年齢階級別でみると、「スマートフォンを持っている」では、年齢階級が上がるにつれて割合が減少しており、65～69

歳が 95.9％で最も高く、90 歳以上が 44.0％で最も低い状況です。 

 

 

  

単位：実数（人）、構成比（％）

合

計

ス

マ

ー

ト

フ

ォ

ン

を

持

っ

て

い

る

タ

ブ

レ

ッ

ト

を

持

っ

て

い

る

パ

ソ

コ

ン

を

持

っ

て

い

る

機

器

を

ど

れ

も

持

っ

て

い

な

い

自

宅

に

Ｗ

ｉ

－

Ｆ

ｉ

環

境

（

無

線

で

接

続

す

る

環

境

）

が

整

備

さ

れ

て

い

る

自

宅

に

イ

ン

タ

ー

ネ

ッ

ト

回

線

（

光

回

線

・

ケ

ー

ブ

ル

回

線

な

ど

）

が

あ

る

自

宅

に

イ

ン

タ

ー

ネ

ッ

ト

環

境

は

特

に

な

い

無

回

答

8,960 81.6 13.7 32.6 8.6 44.4 38.0 7.8 5.1

一般高齢者 7,869 83.9 14.5 35.0 7.4 47.0 40.2 7.2 4.4

要支援認定者 1,057 64.0 8.0 14.2 16.9 24.9 21.3 12.3 10.8

男性 3,939 82.4 16.0 46.9 8.1 48.2 42.0 7.1 3.8

女性 4,987 80.9 11.9 21.3 8.9 41.4 34.8 8.3 6.2

65～69歳 1,713 95.9 21.9 50.4 2.0 67.6 51.5 3.3 0.9

70～74歳 2,050 91.8 16.8 37.9 3.6 54.9 45.9 5.2 2.2

75～79歳 2,489 81.9 12.6 30.1 8.2 40.8 36.6 8.8 4.9

80～84歳 1,658 71.1 7.8 21.8 12.2 28.2 27.0 10.4 9.4

85～89歳 791 55.1 6.7 15.8 23.6 19.3 21.6 13.7 11.0

90歳以上 225 44.0 2.7 14.2 28.9 17.8 16.4 13.8 15.1

※網掛け■は最も割合が高いもの

全体

認

定
別

性

別

年

齢

階

級

別
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10 サービスの利用状況について 

① 介護保険サービスの利用状況 （在宅介護実態調査 回答者：対象者本人） 

介護保険サービスの利用状況については、「利用している」が 63.0％、「利用していない」が 31.4％です。 

令和 4（2022）年度調査と比較すると、大きな差はみられません。 

 

 

 

  

63.0

62.5

31.4

31.5

5.6

6.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

（n=729）

令和4年度調査

（n=654）

利用している 利用していない 無回答
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② 今後の在宅生活の継続に必要と感じる支援・サービス （在宅介護実態調査 回答者：対象者本人） 

「特になし」が 27.3％で最も高く、次いで「移送サービス（介護・福祉タクシー等）」が 25.9％、「外出同行

（通院、買い物など）」が 23.0％、「掃除・洗濯」が 22.4％と続いています。 

令和 4（2022）年度調査と比較すると、「特になし」を除くすべての項目で令和 4（2022）年度調査より

割合が増加しており、「移送サービス（介護・福祉タクシー等）」（25.9％）は、令和 4（2022）年度調査

（18.0％）より 7.9 ポイント、「外出同行（通院、買い物など）」（23.0％）は、令和 4（2022）年度調

査（17.4％）より 5.6 ポイント、「掃除・洗濯」（22.4％）は、令和 4（2022）年度調査（15.7％）より

6.7 ポイント増加しています。 

 

 

 

  

12.2

12.1

22.4

15.8

11.1

23.0

25.9

15.4

10.2

3.3

27.3

13.6

10.1

8.9

15.7

11.8

7.0

17.4

18.0

11.9

5.0

2.8

32.7

19.6

0% 20% 40% 60%

配食

調理

掃除・洗濯

買い物（宅配は含まない）

ゴミ出し

外出同行（通院、買い物など）

移送サービス（介護・福祉タクシー等）

見守り、声かけ

サロンなどの定期的な通いの場

その他

特になし

無回答

令和7年度調査（n=729）

令和4年度調査（n=654）
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11 主な介護者の方について 

① 主な介護者は誰か （在宅介護実態調査 回答者：主な介護者） 

「子」が 55.6％で最も高く、次いで「配偶者」が 29.2％、「子の配偶者」が 3.4％と続いています。 

令和4（2022）年度調査と比較すると、「子」（55.6％）では、令和4（2022）年度調査（46.1％）

より 9.5 ポイント増加しています。 

 

 

 

 

② 主な介護者の性別 （在宅介護実態調査 回答者：主な介護者） 

「男性」が 29.2％、「女性」が 67.1％です。 

令和4（2022）年度調査と比較すると、「女性」（67.1％）では、令和4（2022）年度調査（60.7％）

より 6.4 ポイント増加しています。 

 

 

 

  

29.2

55.6

3.4

0.5

1.6

3.1

6.5

38.2

46.1

4.2

0.3

1.4

2.8

7.0

0% 20% 40% 60% 80%

配偶者

子

子の配偶者

孫

兄弟・姉妹

その他

無回答

令和7年度調査（n=383）

令和4年度調査（n=356）

29.2

33.7

67.1

60.7

3.7

5.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和7年度調査

（n=383）

令和4年度調査

（n=356）

男性 女性 無回答
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③ 主な介護者の年齢 （在宅介護実態調査 回答者：主な介護者） 

「50 代」が 29.5％で最も高く、次いで「60 代」が 23.5％、「70 代」が 20.6％と続いています。 

令和 4（2022）年度調査と比較すると、「50 代」（29.5％）では、令和 4（2022）年度調査

（25.8％）より 3.7 ポイント増加しています。 

 

 

  

0.0

0.0

0.8

4.4

29.5

23.5

20.6

17.2

0.5

3.4

0.0

0.3

0.6

5.1

25.8

22.2

20.5

19.4

0.0

6.2

0% 10% 20% 30% 40%

20歳未満

20代

30代

40代

50代

60代

70代

80歳以上

わからない

無回答

令和7年度調査（n=383）

令和4年度調査（n=356）
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④ 調査対象者との同居状況 （在宅介護実態調査 回答者：主な介護者） 

「同居している」が 60.3％で最も高く、次いで「別居しており、行き来に 15 分以上かかる」が 20.6％、「別居

しているが、15 分以内で行き来できる範囲である」が 15.1％です。 

令和 4（2022）年度調査と比較すると、「別居しており、行き来に 15 分以上かかる」（20.6％）では、令

和 4（2022）年度調査（13.2％）より 7.4 ポイント増加しています。 

 

 

 

⑤ 介護サービスの利用頻度 （在宅介護実態調査 回答者：主な介護者） 

「週に2～4回程度、利用している」が37.3％で最も高く、次いで「週に1回程度、利用している」が17.5％、

「これまで利用したことが 1 度もない」が 16.2％と続いています。 

 

 

  

60.3

65.7

15.1

14.0

20.6

13.2

3.9

7.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和7年度調査

（n=383）

令和4年度調査

（n=356）

同居している

別居しているが、15分以内で行き来できる範囲である

別居しており、行き来に15分以上かかる

無回答

16.2

4.4

2.1

0.3

1.6

1.3

1.8

17.5

37.3

11.7

5.7

0% 20% 40% 60%

これまで利用したことが1度もない

この1年間は利用していない

年に1回程度、利用している

半年に1回程度、利用している

2～3カ月に1回程度、利用している

月に1回程度、利用している

月に2回程度、利用している

週に1回程度、利用している

週に2～4回程度、利用している

週に5～7回程度、利用している

無回答

全体（n=383）



33 

12 主な介護者の方の介護に要する時間等について 

① 1 日あたりの介護の時間 （在宅介護実態調査 回答者：主な介護者） 

「1～2 時間程度」が 42.6％で最も高く、次いで「4 時間程度」が 20.4％、「ほぼ 1 日中」が 14.4％と続い

ています。 

令和 4（2022）年度調査と比較すると、「ほぼ 1 日中」（14.4％）では、令和 4（2022）年度調査

（19.9％）より 5.5 ポイント減少しています。 

 

 

 

  

42.6

37.1

20.4

20.5

8.1

4.5

14.4

19.9

14.6

18.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

（n=383）

令和4年度調査

（n=356）

1～2時間程度 4時間程度 8時間程度

ほぼ1日中 無回答
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② 介護に対して負担に感じること （在宅介護実態調査 回答者：主な介護者） 

「いつまで介護が続くかわからない」が 46.7％で最も高く、次いで「体力的な負担」が 39.2％、「自由な時間

が減る」が 33.7％と続いています。 

令和 4（2022）年度調査と比較すると、「仕事と両立することの負担」（19.8％）では、令和 4（2022）

年度調査（13.2％）より 6.6 ポイント増加しています。 

 

 

 

  

46.7

3.9

3.7

19.8

4.4

12.0

7.0

5.7

39.2

33.7

9.1

24.0

10.7

3.4

14.9

43.8

3.4

1.4

13.2

5.9

9.0

4.8

4.2

38.2

29.5

6.7

19.1

11.8

3.1

18.5

0% 20% 40% 60%

いつまで介護が続くかわからない

家族が介護に非協力的

相談できる人がいない

仕事と両立することの負担

育児も含めて世話や介護が必要な人が他にもいる

（介護を必要とする人が）介護サービスの利用を嫌がる

介護に関する制度がわからない

介護に関する情報が入手しづらい

体力的な負担

自由な時間が減る

孤独を感じる

介護にお金がかかる

特に負担はない

その他

無回答

今回調査（n=383）

令和4年度調査（n=356）
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③ 介護を続ける上で利用したい家事援助サービス （在宅介護実態調査 回答者：主な介護者） 

「通院や外出時の付き添い・送迎」が 34.7％で最も高く、次いで「掃除（居室・トイレ・浴室など）の手伝い」

が 27.4％、「食事の準備」が 23.2％と続いています。 

 

 

 

  

27.4

10.7

23.2

11.5

14.4

13.8

17.0

18.0

34.7

18.0

4.2

16.2

0% 20% 40% 60%

掃除（居室・トイレ・浴室など）の手伝い

洗濯や衣類の整理

食事の準備

ゴミ出しや片づけの手伝い

庭の手入れや簡単な修繕

日用品の買い物代行

定期的な見守り

話し相手

通院や外出時の付き添い・送迎

特に利用したいと思わない

その他

無回答

全体（n=383）
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④ 介護の際に利用している ICT・IoT 機器やサービス （在宅介護実態調査 回答者：主な介護者） 

「どれも利用していない」が 84.8％で最も高く、次いで「緊急通報装置（ペンダント型・ボタン型など）」が

7.0％、「見守りカメラ（室内の様子を確認できるカメラ）」が 3.8％と続いています。 

 

 

 

  

3.8

1.0

2.9

0.3

0.3

7.0

0.6

1.3

84.8

2.5

0.0

0% 50% 100%

見守りカメラ（室内の様子を確認できるカメラ）

センサー付き見守り機器（人の動きや温度を感知する装置）

GPS機能付き機器（外出時の位置情報確認など）

服薬支援機器（服薬時間を知らせる機器など）

排泄支援機器（尿意や排泄状況を感知・通知する機器など）

緊急通報装置（ペンダント型・ボタン型など）

コミュニケーションロボット・AIスピーカー（会話や見守り機能のある機器）

スマート家電（声で操作・連携できるもの）

どれも利用していない

その他

無回答

全体（n=315）
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⑤ 介護する人の介護疲れやストレスケアのために必要だと思うこと 

               （在宅介護実態調査 回答者：主な介護者） 

「周りの人の理解や協力」が 46.5％で最も高く、次いで「ショートステイなどの介護保険サービスの活用」が

37.9％、「介護生活に必要な情報の提供」が 27.7％と続いています。 

令和 4（2022）年度調査と比較すると、「周りの人の理解や協力」（46.5％）では、令和 4（2022）年

度調査（41.6％）より 4.9 ポイント増加しています。 

 

 

※ 今回調査の「ショートステイなどの介護保険サービスの活用」は、令和 4（2022）年度調査では「ショートステイ」 

 

  

46.5

27.7

10.4

6.3

8.4

21.1

6.0

37.9

1.6

20.4

41.6

29.8

13.8

5.6

7.3

24.7

5.6

31.7

2.0

25.3

0% 20% 40% 60%

周りの人の理解や協力

介護生活に必要な情報の提供

介護者同士が気兼ねなく話し合いや相談をする場

介護者が息抜きできるイベント

ボランティアによる手助け

専門職員による相談窓口

介護に必要な技術を習得する機会

ショートステイなどの介護保険サービスの活用

その他

無回答

今回調査（n=383）

令和4年度調査（n=356）
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13 介護事業者について 

① 事業運営している中で最も課題に感じていること （介護事業者調査） 

「人手不足」が 49.3％で最も高く、次いで「財政状況」が 25.5％、「特にない」が 6.7％と続いています。 

令和 4（2022）年度調査と比較すると、「財政状況」（25.5％）では、令和 4（2022）年度調査

（22.1％）より 3.4 ポイント増加しています。 

 

 

 

  

25.5

49.3

4.2

1.8

0.4

5.4

3.3

6.7

3.4

22.1

50.4

7.4

0.8

0.4

5.7

1.2

10.2

1.6

0% 20% 40% 60%

財政状況

人手不足

後継者不足

施設の老朽化や安全性の課題

利用者からの苦情、要望

事業運営のための情報やノウハウの不足

その他

特にない

無回答

今回調査（n=671）

令和4年度調査（n=244）
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② サービス提供状況からみて職員数の過不足はあるか （介護事業者調査） 

「やや不足している」が 47.1％で最も高く、次いで「過不足なく適当な状態である」が 29.8％、「非常に不足

している」が 18.6％と続いています。 

令和 4（2022）年度調査と比較すると、『不足している』（「非常に不足している」と「やや不足している」の

合計）（65.7％）では、令和 4（2022）年度調査（61.9％）より 3.8 ポイント増加しています。 

 

 

 

 

③ 職員が不足している理由 （介護事業者調査） 

「新規雇用の際、思った程の人材を確保できなかったため」が 50.6％で最も高く、次いで「その他」（「そもそも

応募がない」、「財務・人件費制約」、「利用者増加・需要超過」など）が 19.3％、「新規採用者に限らず離職

者が増えているため」が 15.0％と続いています。 

令和 4（2022）年度調査と比較すると、「その他」（19.3％）では、令和 4（2022）年度調査

（22.5％）より 3.2 ポイント減少しています。 

 

 

※ 「その他」の主な内容…「そもそも応募がない」56 件、「財務・人件費制約」12 件、「利用者増加・需要超過」9 件 

  

18.6

20.9

47.1

41.0

29.8

33.2

3.1

2.9

0.6

0.4

0.7

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

（n=671）

令和4年度調査

（n=244）

非常に不足している やや不足している

過不足なく適当な状態である やや多い

非常に多い 無回答

50.6

48.3

12.7

12.6

15.0

15.9

19.3

22.5

2.5

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

（n=441）

令和4年度調査

（n=151）

新規雇用の際、思った程の人材を確保できなかったため

新規採用者が短期間で退職していくため

新規採用者に限らず離職者が増えているため

その他

無回答
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④ 職員の離職理由で多いもの （介護事業者調査） 

「仕事の内容や負担が重い」が 46.3％で最も高く、次いで「給与や処遇に不満がある」が 39.0％、「転職

（同業種への転職）」が 33.3％と続いています。 

 

 

 

  

46.3

39.0

22.0

19.5

3.3

4.1

13.0

16.3

33.3

11.4

4.1

4.9

2.4

0% 20% 40% 60%

仕事の内容や負担が重い

給与や処遇に不満がある

職場の人間関係がよくない

勤務時間や休日の条件が合わない

結婚や出産

子育てのため

親の介護のため

自身の健康上の理由

転職（同業種への転職）

転職（他業界への転職）

その他

わからない

無回答

全体（n=123）
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⑤ 介護事業所向けに実施する研修であれば良いと思うテーマ （介護事業者調査） 

「リーダー・管理者のマネジメント力向上に関する研修」が 36.5％で最も高く、次いで「介護職員の接遇・コミュ

ニケーションに関する研修」が 35.3％、「認知症ケア・高齢者への対応力向上に関する研修」が 32.5％と続いて

います。 

 

 

 

  

35.3

32.5

21.9

30.6

25.5

36.5

25.2

27.0

21.0

26.5

3.7

6.7

2.4

0% 20% 40% 60%

介護職員の接遇・コミュニケーションに関する研修

認知症ケア・高齢者への対応力向上に関する研修

介護技術（移乗・排泄・食事介助など）の実践的研修

介護記録やＩＣＴ活用など、業務効率化に関する研修

介護職員のメンタルヘルス・ストレスマネジメント研修

リーダー・管理者のマネジメント力向上に関する研修

ハラスメント防止・職場の人間関係改善に関する研修

新人・若手職員の育成・定着支援に関する研修

看取りや終末期ケアに関する研修

虐待防止・権利擁護に関する研修

その他

特にない

無回答

全体（n=671）
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⑥ 介護の仕事に携わる外国人労働者を受け入れているか （介護事業者調査） 

「受け入れている」が 20.7％、「受け入れていない」が 77.2％です。 

令和 4（2022）年度調査と比較すると、「受け入れている」（20.7％）では、令和 4（2022）年度調査

（12.7％）より 8.0 ポイント増加しています。 

 

 

 

従業者規模別でみると、「受け入れている」では、従業者の規模が大きくなるにつれて割合が増加しており、

100 人以上の事業者が 79.1％で最も高い状況です。 

 

 

 

  

20.7

12.7

77.2

87.3

2.1

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

（n=671）

令和4年度調査

（n=244）

受け入れている 受け入れていない 無回答

4.4

16.8

47.7

79.1

92.3

81.3

52.3

20.9

3.3

1.9

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10人未満

（n=272）

10人以上50人未満

（n=268）

50人以上100人未満

（n=44）

100人以上

（n=67）

受け入れている 受け入れていない 無回答
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⑦ ICT や介護ロボット等の導入・利用状況 （介護事業者調査） 

「請求業務ソフト（介護報酬請求など）」が 74.8％で最も高く、次いで「介護記録ソフト（記録・情報共有

機能）」が 59.3％、「タブレットやスマートフォンによる記録入力・閲覧」が 42.6％と続いています。「特に利用し

ていない」は 12.8%です。 

 

 

  

59.3

74.8

27.6

10.9

38.2

9.7

9.4

12.7

42.6

4.8

1.2

0.9

9.7

8.9

1.2

1.6

0.7

12.8

0.4

0% 50% 100%

介護記録ソフト（記録・情報共有機能）

請求業務ソフト（介護報酬請求など）

利用者情報共有システム（職員間・他事業所との情報共有）

家族・利用者との情報共有システム（状況報告・請求・連絡など）

給与計算・勤怠管理・シフト作成ソフト

AIによる音声入力や記録・編集機能を有したツール

ケアプラン作成支援ソフト

グループウェアなどのオンライン連絡ツール

タブレットやスマートフォンによる記録入力・閲覧

移乗支援機器（リフト、パワーアシストスーツなど）

移動支援機器（歩行支援ロボット、電動車いすなど）

排泄支援機器（排泄予知センサー、自動排泄処理装置など）

見守り支援機器（センサー、カメラ、バイタル測定連携など）

入浴支援機器（自動入浴装置、移乗リフト付き浴槽など）

コミュニケーション支援機器（コミュニケーションロボット、AIスピーカー）

食事に関する機器（とろみサーバー、姿勢保持イス・テーブル）

その他

特に利用していない

無回答

全体（n=671）
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法人の種類別でみると、「特に利用していない」では、その他の法人が 23.1％で最も高い状況です。 

従業者規模別でみると、「特に利用していない」では、10 人未満の事業者が 15.8％で最も高い状況です。 

 

 

 

 

  

単位：実数（人）、構成比（％）
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（
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）

給
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勤
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管

理

・

シ

フ

ト

作

成

ソ
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ト

A
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に

よ

る

音

声

入

力

や

記

録
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編

集

機

能
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有

し
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ル ケ

ア

プ

ラ

ン

作

成

支
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ソ

フ

ト

グ

ル

ー

プ

ウ
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ア

な

ど

の

オ

ン

ラ

イ

ン

連

絡

ツ

ー

ル

タ

ブ

レ

ッ

ト

や

ス

マ

ー

ト

フ

ォ

ン

に

よ

る

記

録

入

力

・

閲

覧

移

乗

支

援

機

器

（

リ

フ

ト

、

パ

ワ

ー

ア

シ

ス

ト

ス

ー

ツ

な

ど

）

671 59.3 74.8 27.6 10.9 38.2 9.7 9.4 12.7 42.6 4.8

社会福祉法人 45 75.6 80.0 40.0 20.0 68.9 15.6 15.6 15.6 60.0 31.1

医療法人 21 57.1 81.0 28.6 14.3 47.6 9.5 19.0 14.3 52.4 0.0

ＮＰＯ法人 18 50.0 72.2 11.1 5.6 50.0 0.0 38.9 5.6 27.8 5.6

営利法人 540 59.4 74.8 28.1 10.2 35.7 9.8 7.8 13.1 42.6 2.8

その他 26 53.8 61.5 11.5 7.7 30.8 3.8 11.5 0.0 19.2 7.7

10人未満 272 50.7 73.2 24.3 9.6 28.3 6.3 9.2 8.8 31.3 1.1

10人以上50人未満 268 57.8 71.3 26.5 10.8 34.3 9.3 7.5 9.7 42.2 3.0

50人以上100人未満 44 81.8 84.1 34.1 11.4 63.6 20.5 15.9 20.5 68.2 18.2

100人以上 67 80.6 85.1 40.3 16.4 70.1 19.4 14.9 32.8 68.7 17.9

従

業

者

規

模

別

全体

法

人

の

種

類

別

合

計

移

動
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援

機

器

（
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行
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ト

、

電
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車

い

す

な

ど

）

排

泄

支

援

機

器

（

排

泄

予

知

セ

ン

サ

ー

、

自

動

排

泄

処

理

装

置

な

ど

）

見

守

り

支

援

機

器

（

セ

ン

サ

ー

、

カ

メ

ラ

、

バ
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タ

ル

測

定

連

携

な

ど

）

入

浴

支

援

機

器

（

自

動

入

浴

装

置

、

移

乗

リ

フ

ト

付

き

浴

槽

な

ど

）

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ
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支

援

機

器

（
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ー

シ

ョ
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ボ
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ト

、

A

I

ス

ピ

ー

カ

ー

）

食

事

に

関

す

る

機

器

（

と

ろ

み

サ

ー

バ

ー

、

姿

勢

保

持

イ

ス

・

テ

ー

ブ

ル

）

そ

の

他

特

に

利

用

し

て

い

な

い

無

回

答

671 1.2 0.9 9.7 8.9 1.2 1.6 0.7 12.8 0.4

社会福祉法人 45 4.4 4.4 66.7 33.3 4.4 13.3 2.2 8.9 0.0

医療法人 21 0.0 0.0 9.5 14.3 0.0 0.0 0.0 4.8 0.0

ＮＰＯ法人 18 0.0 0.0 0.0 5.6 0.0 0.0 5.6 5.6 0.0

営利法人 540 0.9 0.7 5.9 7.0 0.9 0.9 0.6 13.0 0.6

その他 26 0.0 0.0 0.0 11.5 3.8 0.0 0.0 23.1 0.0

10人未満 272 0.4 0.0 1.8 1.1 0.7 0.0 0.7 15.8 0.4

10人以上50人未満 268 0.4 0.7 6.0 9.0 0.7 0.7 0.4 14.2 0.7

50人以上100人未満 44 0.0 0.0 34.1 29.5 0.0 4.5 2.3 2.3 0.0

100人以上 67 7.5 6.0 41.8 28.4 6.0 10.4 1.5 3.0 0.0

※網掛け■は最も割合が高いもの ※網掛け■は最も割合が高いもの

従

業

者

規

模

別

全体

法

人

の

種

類

別
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⑧ ICT や介護ロボット等を導入・利用していない理由 （介護事業者調査） 

「導入や維持にかかる費用が高いから」が 40.7％で最も高く、次いで「現在の業務に特に不便を感じていない

から」が 31.4％、「機器の操作や管理が難しそうだから」、「特に理由はない」がいずれも 18.6％と続いています。 

 

 

 

 

40.7

14.0

18.6

31.4

17.4

9.3

17.4

9.3

9.3

3.5

18.6

4.7

0% 20% 40% 60%

導入や維持にかかる費用が高いから

導入に必要な補助金・制度などの情報が十分でないから

機器の操作や管理が難しそうだから

現在の業務に特に不便を感じていないから

導入効果（業務効率化・負担軽減・サービス向上など）が分かりにくいから

機器の設置や通信環境など、施設環境が整っていないから

他の事業所の活用事例を知らないから

現在、導入を検討中である

利用者側から導入を要望されていないため

その他

特に理由はない

無回答

全体（n=86）
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